
横須賀市立総合医療センター

地鎮祭が行われました
いよいよ本体工事が始まる横須賀

市立総合医療センターの地鎮祭が１
月１７日に行われ、副議長として参列

しました。老朽化が進んだ市立うわま

ち病院を久里浜の神明公園に移転
建て替えします。新市立病院建設に

あたっては、以前より医療圏のことも
含めて会派で議論を深めてきただけ

に今回の地鎮祭参列には感慨深い

ものがありました。横須賀は半島に
位置するため、医療圏についても単

純に見ることができません。様々な関
係者のご尽力によって建設が進んで

いることに感謝の意を持ちながら参

加させていただきました。事故もなく
無事に病院建設が完遂されることを

心より祈念してまいりました。

市立総合医療センター建設関係の

情報については横須賀市HPで随時

更新されています。右の
二次元コードより横須賀

市HPをご覧ください。

会派マニフェストについて

外部評価を依頼

私が所属する会派「よこすか未来

会議」は２０１９年の結成時より、４年
間で会派が目指す方向性を定めた

政策集（マニフェスト２０１９―２０２３）

の実現に向けて取り組んできました。
これをもとに具体的な政策を作り上

げ、市長に政策提言として毎年手渡
しています。毎年私たちが提言してい

る政策がどの程度実現したのかは、

自己評価として「進捗状況」と題した
冊子として発行してきました。今期４

年間の出口が見えつつある中、予定
通りですが、最終評価として外部評

価をお願いすることにし、関東学院大

学出石稔教授および出石ゼミナール
の大学生の皆様に、マニフェスト達成

度の第三者評価を依頼し、評価報告

書を受領しました。報告書を受け取る
に際し、学生の皆さんから様々なご

意見もいただきました（左写真）。

「よこすか未来会議」は議員任期中

も常に定期的に市民の声を聞く会を

開催し、刻一刻と変化する社会や暮
らしに対応するべく活動しています。

会派マニフェスト、今までの政策提
言、進捗状況、外部評価資料につい

ては全て会派ウェブサイト

にてご覧いただけます。
左の二次元コードよりアク

セスください。

暮らしの困りごとはぜひ相談を

道路の側溝が破損している、空き家

で迷惑している、電線が木にかかって

不安等、暮らしの困りごとは大きなこと

から小さなことまで様々です。できるこ

とできないことはありますが、何か困り

ごとがあればぜひ一度ご相談ください。
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横須賀市の新たな病院「横須賀市立総
合医療センター」地鎮祭厳かに

以前よりSNS等で活動発信していますが、写真や
文字だけでは伝えきれない感覚や雰囲気があります。

横須賀を中心に様々な場所に訪問していますが、現
場の雰囲気をお伝えするため動画発信の試み、「永

井チャンネル」を始めました。試行錯誤しながらで

はありますが、ご笑覧ください。右の二次元コード
からどうぞ！

YouTubeで活動発信

NEWS LETTER
活動報告資料 夢よこすか

永井まさとの主な役職
●副議長

●都市整備常任委員会 委員
●議会制度検討会議 副委員長

●新型コロナウイルス感染症対

策検討協議会 副委員長
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県政をもっと⾝近に︕
今なぜ県政をもっと身近に

すべきなのか
経済が低迷し、様々なモノが値上

がりする世の中。仕方がないと諦め
ていませんか？物事が次々と知らな

いところで決められ、なす術がないと
思っている方も多いのではないでしょ

うか。皆さんが普段の暮らしの中で

思っていることこそ一番重要なことだ
と私は考えています。何かおかしい。

これでいいのかな。まずは疑問に感
じたことを、たとえ小さなことでも議題

にあげて議論する。そんなところから

世の中を変える力が生まれてきます。
私は市議会の会派「よこすか未来会

議」で定期的に市民の声を聞く会を
開催してきました。定期的に駅に立ち

様々な方と意見交換もしてきました。

皆さん1人ひとりが感じていること、そ
れこそが大事なことであり、全てはそ

こから始まります。つまり、皆さんの
声から全体のルールを考えるボトム

アップ型の政治を大事にしてきたの

です。
市議会議員として３期１２年活動し

てきた中で、多くの声を頂戴してきま
した。その中には実現できたものもた

くさんあります。しかし、残念ながら対

応できなかった課題もありました。そ
の多くが県政に関するものでした。県

政は市民から遠い。県政に私たちの
声は届かない。そんな声を数多く聞

いてきました。市民にとって県政は遠

く手の届かないものであってはならな
い。そういう気持ちが日に日に大きく

なっていきました。私たちの暮らしの
課題に市も県もありません。市民で

あり、県民である私たちの目の前に

ある課題に立ち向かうために一歩前
に進む決意を固めました。

県と市のパイプ役となり、チー

ムプレーで様々な課題に対応

２０１１年に市議会議員に初当選し

たときは無所属無会派１人でのス
タートでした。しかし、時を重ねると共

に仲間ができ、３期目の現在では１１

人の仲間とともに活動しています。私
が県政とのパイプ役となり、市政と県

政の両輪で活動することによって、今
まで対応できなかった課題にも果敢

に挑戦していきます。

新しいリーフレットができました

私の今後の活動を皆様にお伝えす

るためのリーフレットを新しく作りまし

た。多くの皆様にお届けするよう努め

ております。必要ならお届けいたしま
すのでお気軽にお申し付けください。

永井まさとの活動報告が届く

公式LINEに登録ください

永井まさとの活動はSNSを通じて

もお届けしていますが、公式LINEに
登録いただくと確実に活動報告を

受け取っていただけます。公式
LINEのみに公開する情報もあ

ります。右上の二次元コードか

ら簡単にご登録していただけま
す。皆様のご登録をお待ちして

おります。

政治活動に対する姿勢はその

ままに活動範囲を広げます

常に皆さんの声に耳を傾け、社会変

化や暮らしの変化に対応しながら活動

をしてきました。その政治姿勢はこれ

からも変わりません。ボトムアップ型の

政治を市と県のレベルに広げて、より

多くの課題に対応できるように努めて

参りますので、引き続きの応援をよろ

しくお願いいたします！

公式LINEはこちらから→


